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日ごろより弊社ファンドをご愛顧いただきありがとうございます。 

「大和住銀 先進国国債ファンド（リスク抑制型）【愛称：未来のコツ】」の設定（2018年4月27日）から
2018年6月末までの運用状況についてご報告いたします。 

当ファンドの運用状況について 

当ファンドの基準価額の設定来の騰落率は+0.4％
（騰落額は+41円）となりました。保有する債券
からの収益獲得が基準価額の上昇につながりまし
た。 

6月末までの債券市場では、①イタリアの政治混
乱への懸念、②トランプ米大統領の保護主義政策
への懸念などが債券価格の上昇要因となりました。
どちらも市場ではリスク回避の動きにつながり、
安全資産である債券が買われることとなりました。 

他方、為替は政治不透明感が南ヨーロッパ・ドイ
ツ・イギリスでくすぶる中、ユーロやポンドが円
に対して下落し、基準価額の下落要因となりまし
た。 

当ファンドは債券価格と為替が反対の値動きをす
る傾向があることを利用し、一部外貨を保有する
ことで基準価額の値動きが安定するよう運用を
行っています。設定来の外貨（為替）による損失
が基準価額に与えた影響は限定的でした。 

設定来の市場動向と運用状況 
（2018年4月27日～2018年6月29日） 

※当コメントは、資料作成時点における市場環境もしくはファンドの運用方針等について、運用担当者（ファンドマネ
ジャー他）の見方あるいは考え方等を記載したもので当該運用方針は変更される場合があり、将来の市場環境の変動等
を保証するものではありません。また、将来の運用成果等を約束するものでもありません。 

今後の運用方針 
債券利回りが上昇（債券価格が下落）すると通貨
が高くなる関係性は継続しており、安定収益を期
待しやすい環境が続くことが予想されます。米国
発の貿易戦争懸念が高まる可能性には留意が必要
ですが、当ファンドでは引き続き、ファンド全体
のリスクを２％以下でコントロールする運用を継
続する方針です。 

運用成績 +41円 

 債券要因等 +69円 

 為替要因 -20円 

 分配金 0円 

 信託報酬等 -9円 

設定来の運用成績の分析 
（2018年6月29日時点） 

※運用成績の分析は、基準価額の騰落額を一定の条
件をもとに試算した概算値であり、その正確性、
完全性を保証するものではありません。 
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 基準価額 10,041円

 純資産総額   35億円

当ファンドの運用状況 2018年6月29日現在 
基準価額・純資産総額の推移 設定日（2018/4/27）～2018/6/29 

債券国別配分 通貨配分 
マザーファンドの運用状況 

※基準価額は信託報酬控除後のものです。過去の実績は、将来の運用結果を約束するものではありません。 
※比率はすべて純資産総額対比。 
※比率の合計は100％にならない場合があります。 
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